
診療科等のクリニカルインディケーター

１．一般的項目：

    項目の解説

    定義

　コメント

　遺伝カウンセリングは、患者・家族のニーズに対応する遺伝学的
情報および関連情報を提供し、患者・家族がそのニーズ・価値・予
想などを理解した上で意志決定ができるように援助する医療行為で
す。
　また、遺伝の問題は本人だけではなく、本人の家族や親類の将来
に関わることもあるため、遺伝子に関わる検査の実施や情報開示に
慎重に関わる必要があります。
　そのため、クライエントに不利益にならない、質の高い遺伝カウン
セリングを提供するためには、遺伝カウンセリングの内容や方向性
について、常にスタッフ間で検討していく必要があります。
　また、多くの医療者が遺伝に関する問題でクライエントに不利益が
生じない医療を提供することはクライエントの権利を守るためにも重
要ですが、遺伝や遺伝に関する問題について保健医療教育の中で
取り上げられるようになったのは最近であり、多くの保健医療従事
者は、遺伝診療や遺伝問題で困っているクライエントへの対応につ
いて学ぶ機会が少ない現状があります。
　そこで、院内外の保健医療従事者も含めて、症例検討会を開催す
ることで、遺伝に関する情報提供や問題共有を行い、宮崎県の遺伝
に関係する医療の質の向上への貢献を評価します。

　年間の遺伝カンファレンス実施回数です。

　平成17年に遺伝カウンセリングを開始して以来、質の高いカウンセリ
ングを実施と宮崎県の遺伝に関する診療の質の向上にむけて定期的
な検討会を実施し、遺伝に関する問題解決のために活動しています。
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２．大学病院特有項目：

    項目の解説

    定義

　コメント

　　　　遺伝カウンセリングの実数

現在は、出生前診断を始め遺伝に関する検査が比較的簡単に実施
できるようになりました。
その半面、知りたくない結果を知り、誰にも相談できず悩むクライエ
ントが存在しています。
これらのクライエントがカウンセリングを受けて適切な対処を行える
ように支援することは重要です。
遺伝カウンセリングの件数は、クライエントが遺伝に関する悩みの
対処や意思決定の支援を行ったことを評価します。
また、カウンセリングのニーズがあることは、カウンセリングがクライ
エントの問題解決につながり、クライエントの満足度の向上や質の
高いフォローが適切に行えていることも評価します。

　年間の遺伝カウンセリング実施件数です。

　定期的な遺伝カンファレンスでの検討や遺伝診療に関する質の向上
にむけた活動により、年々遺伝カウンセリング部の認知と活動が認め
られ、遺伝カウンセリングの依頼が院内外からあり、増加しています。
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